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第２回「令和８年度 大阪の未来社会を支える若者・企業応援事業」に 

係る大阪府公募型プロポーザル方式等事業者選定委員会 議事要旨 
 

１．日時及び場所 

日時：令和８年３月27日（金曜日）10時00分から12時30分 

場所：エル・おおさか本館１１階 セミナールーム 

 

２．審査方法 

審査基準（企画提案公募要領に記載）に基づき、大阪府にて企画提案公募参加資格の確認を行った。

選定委員会では、資格適合者について書類審査及びプレゼンテーション審査を実施し、3名の選定委員

が提案内容について採点した。各委員の採点結果に基づき選定委員が合議を行い、最終評価点を決定し、

最終評価点が採択の基準となる60点を上回る提案者のうち、最高得点を獲得した者を最優秀提案者と

して選定した。 

 

３．議事概要 

①審査方法等の確認 

≪提案状況≫ 

○提案事業者：２事業者 【採択予定者数：1者】※受付順 

 若者・企業応援事業共同企業体 

（代表構成員：一般財団法人大阪労働協会、構成員；株式会社学情） 

 ＪＴＢ×アクセス企業共同体 

（代表構成員：株式会社 JTB大阪教育事業部、構成員：株式会社アクセスプログレス、株式会社 J＆

Jヒューマンソリューションズ西日本事業部） 

 

 ≪審査方法の確認≫ 

○書類審査 

・企画提案内容についての書類審査 

 

○プレゼンテーション審査 

・提案内容について、提案者が20分間のプレゼンテーションを実施。 

・その後、選定委員による質疑を実施。 

 

≪採択基準の確認≫ 

・総合評価点が100点満点のうち60点以下の場合は採択しない旨を確認。  

 

 ②審査及び質疑応答 

  書類審査（５分）、プレゼンテーション審査（20分）、質疑応答（15分）を実施 

 

【主な質問内容】 

・提案いただいている学内・学外問わず通年利用できるコンテンツとは、どのような媒体で利用する 

ことができるのか。 

・実践型就職活動支援プログラムは企業及び学生の集客が難しいかと思う。この懸念をどのように解 

決していく予定か。 

・学内での実施コンテンツについて、具体的に何大学での実施を想定しているのか。また、春学期で 

連携する場合は準備期間が短いと思うが実現は可能なのか。 
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・マッチング支援とは、どのように定義しているのか。 

・大学には日々多くの情報が入るが、それらとどのように差別化を図るのか。 

 

③採点及び最優秀提案者の選定 

書類審査及びプレゼンテーション審査を踏まえ、各委員が提案内容について採点を実施した。各委員の

採点結果を基に、合議制により総合評価点を以下のとおり決定した。 

 

≪評価点内訳及び提案金額≫ 

最優秀提案事業者 総合評価点 
（100点満点） 

評価点内訳 
提案金額 

（税込） 企画提案部分 

（85点満点） 

価格点等 

（15点満点） 

若者・企業応援事業共同

企業体 
69.3点 60.3点 ９.0点 29,796,000円 

 

 

④選定理由 

書類審査及びプレゼンテーション審査の結果を踏まえて、各提案事業者の提案について選定委員が総合

評価を行ったところ、2者とも基準（６０点）を超える総合評価点を獲得していた。その中で、より評

価点の高かった若者・企業応援事業共同企業体の提案内容は解像度が高く具体性のある提案であった。 

以上のことから、若者・企業応援事業共同企業体を最優秀提案者として決定するものである。 

  

【その他、委員の主な意見】 

・マッチングする機会はオンラインの実施だけではなく、実際に中堅・中小企業の現場を体験してもら

う機会を増やしていただければと思う。 

  ・学生相談室や障がい者支援室にメールで周知するだけではなく、ぜひ実際に訪れ、担当者とコミュニ

ケーションを取って支援を行っていただきたい。 

 

４．選定委員会委員（敬称略・五十音順） 

所属・職名等 氏  名 選任理由 

大阪弁護士会 

（北尻総合法律事務所・弁護士） 
門林 俊夫 

法律の専門家であり、個人情報の取り扱いや公

平性・公正性などコンプライアンスに精通して

おり、本業務の提案内容の法的妥当性について、

審査いただくため。 

一般社団法人 

大阪府中小企業診断士協会 

（ACCA Consulting Services） 

平山 知明 

中小企業の経営に精通しており、公平・中立の

立場から審査いただくため。また、中小企業の

人材確保や、それが経営に与える影響について

も造詣が深く、企業側の視点で業務の実効性の

高さを審査いただくため。 
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和歌山大学 

キャンパスライフ・ 

健康支援センター  

副センター長 准教授 

森 麻友子 

発達障がい傾向のある学生等の就職支援につい

て専門的に研究されており、学生全般の就職活

動についても知見を有することから、当該事業

が学生の思考等を理解し、マッチングの促進が

図られる提案となっているかを審査いただくた

め。 

 


